
第65巻　第3号，2006（415～423） 415

　研　　　　究
NAXV’VVV’VVV’VNAXVV－VV

乳児の睡眠リズムと育児ストレスについて
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〔論文要旨〕

　本研究は，乳児の睡眠リズムと母親の育児ストレスの関連を検討することにより，今後の母子への早

期介入支援に資することを目的とし，対象は第1子を出産した専業主婦とその子ども43組であった。3

～4か月および9～10か月時の子どもの睡眠時間や夜間睡眠中の覚醒回数と母親の育児ストレスとの間

に関連性が見られた。1か月健診，3か月健診平等，早期に子どもの睡眠リズムや母親の育児ストレス

に注目し支援を行うことの必要性が示唆された。

Key　words＝睡眠リズム，育児ストレス，早期介入支援

1．はじめに

　昨今，子どもを取り巻く環境は大きく変化し

てきている。社会および親の生活時間の変化に

伴い，子どもの睡眠リズムが崩れてきていると

言われ，就寝時刻の遅延が睡眠時間の短縮をも

たらし，子どもの発達にも影響を及ぼすことが

指摘されている1〕。特に第1子の就寝時刻が他

の子どもよりも遅いことが報告されている2＞。

また，母親の育児ストレスや産後の抑うつが問

題とされ，平成12年度幼児健康度調査では，母

親の半数以上が「育児に自信が持てない」，「子

育てに困難を感じる」と回答し，育児不安に対

する母親支援が求められている3）。特に第ユ子

における育児不安が他の子どもより高いことも

報告されている2）。

　1980年の大阪レポートでは，母親の育児不安

は，①子どもの欲求がわからないこと，②心配

項目が解決されないこと，③出産以前の育児経

験の不足，④夫の協力の少なさ，⑤近所の母親

の話し相手の少なさなどが上げられており4），

その後の2003年兵庫レポートでもこの傾向は変

わっておらず，育児に不安をもつ母親の割合は

増加している5）。

　こうした状況において，乳児を持つ，特に育

児経験が初めてとなる第1子の母親の育児支援

をいかに行っていくかが重要な課題と言える。

乳児の睡眠リズムの実際の記録と親子相互作用

や育児ストレスとのかかわりに関する研究は少

ない。本研究は，K．　Barnardが開発した，親子

相互作用をアセスメントするNCAST（Nursing

Child　Assessment　Satellite　Training）6）に基づく
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することにより，今後の早期介入支援に資する

ことを目的とした。

皿．方 法

1．対　象

　2001～2002年に神奈川県S市および北海道S

市にある3つの病院で第1子を出産した母親に

対し，1か月乳児健診のための来院時に研究調

査協力を依頼した。このうち，研究協力の承諾

を得られた54組の母子が対象であった。育児経

験や育児支援の少ない母親への早期支援研究を

目的とするため，いずれも，父母と子どもの3

人世帯であり，母親は専業主婦とした。

　子どもが月齢3～4か月時点で全対象者を家

庭訪問し，NCATS（Nursing　Child　Assessment

Teaching　Scale）を使用し母子相互作用のアセ

スメントを実施した。NCATS得点により対象

母子を二分し，低得点の28組（男児15名，女児

13名）を育児支援が必要な母子と判断し，6か

月以降介入支援を行った。また高得点は26組（男

児12名，女児14名）であった。

2．方　法

　生後3～4か月時点で全対象者に家庭訪問を

行った。その後，NCATS低得点群に対しては

3か月ごとに17　一　19か月までに計6回，

NCATS高得点群には6か月ごとに14～16か月

まで計3回家庭訪問を行った。訪問時に遊び場

面および食事場面の母子相互作用をビデオ録画

した。また母子の健康状態，育児不安，育児ス

トレス，子どもの発達に関するアセスメントを

行った。また介入群に対しては，ビデオ録画し

た場面を再生し，母親の良好な対応場面につい

て賞賛するという介入と育児相談を看護師，社

会福祉士等，医療福祉系専門職が行った（図1）。

　本研究のアセスメントは，母子相互作用に関

してはNCATSを用いた。母親の育児ストレス

については日本版PSI（Parental　Stress　Index）8）

を用いた。子どもの睡眠リズムについては，

SAR（Sleep　Activity　Record）9｝をK．　Barnardの

許可を得て廣瀬が日本版にしたものを用いた。

3．尺　度

　NCATS　（Nursing　Child　Assessment　Teaching

Scale）：遊びの場面における母子相互作用を測

定する尺度で，0～3歳までを対象とする。発

達段階ごとに設定された遊びを母子で行う場面

をライセンスを持った観察者が観察し，母子相

互作用について73項目を測定する。これは6つ

の下位尺度からなり，母親に関する4尺度は「子

どもの出すサインに対する感受性（Sensitivity

to　cues）」，「子どもの不快な状態の緩和

（Response　to　child’s　distress）」，「社会・情緒的

発達の促進（Socia1－emotional　growth　foster．

ing）」，「認知的発達の促進（Cognitive　growth

fostering）」であり，子どもに関する2尺度は「サ

インの明瞭性（Clarity　of　cues）」，「養育者への

反応性（Responsiveness　to　caregiver）」である。

高得点ほど母子相互作用が良好であることを示

す。

対象者数

子どもの月齢

3～4か月時

6～7か月時

9～10か月時

母子43組

　　NCAST得点により，育児支援必要群とコントロール群に二分

i育児支援必要対象）

NCAST低得点群（24組）

i育児支援介入群）

NCAST高得点群（19組）

i育児支援コントロール群）

　　　　　　　　　　l

h第・回訪問　　　　l　　　　　　　　　　l

1第3回訪問調査　　　　I　　　l第2回訪問調査　　　　　　1

図1　本研究の流れ
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　SAR（Sleep　Activity　Record）：K．　Barnardに

よって作成された，子どもの生活リズムを知る

ための自記式質問紙である。15分単位で睡眠，

食事（授乳），泣きの時間を朝6時から翌朝6

時までを1週間連続で記入する。これにより，

乳幼児の睡眠・覚醒パターンを知ることができ

る。また，母親の年齢，就寝／起床時刻，子ど

もと同室で寝ている人数，特別な行事などにつ

いても記入を行う。今回，K．　Barnardの許可を

得て廣瀬が日本版にしたものを対象者へ渡し，

記入後，郵送にて回収した。

　日本版PSI（Parenting　Stress　Index）：PSIは

Abidin7）が作成した育児ストレスを測定する自

記式質問紙である。このオリジナル版を兼松

ら8）の研究グループが日本版にしたものを今回

使用した。質問は78項目からなり，それぞれ5

段階尺度とし，ストレスが高いほど，高得点に

なるよう，1～5点に得点化している。下位尺

度として，「子どもの特性にかかわるストレス」

には「親を喜ばせる反応が少ない（Cl）」，「子

どもの機嫌の悪さ（C2）」，「子どもが期待通り

にいかない（C3）」，「子どもの気が散りやすい

／多動（C4）」，「親につきまとう／人になれにく

い（C5）」，「子どもに問題を感じる（C6）」，「刺

激に過敏に反応する／ものに慣れにくい（C7）」

の7つの尺度があり，また「親自身にかかわる

ストレス」には「親役割によって生じる規制

（P1）」，「社会的孤立（P2）」，「夫との関係（P3）」，

「親としての有能さ（P4）」，「抑うつ・罪悪感

（P5）」，「退院後の気落ち（P6）」，「子どもに愛

着を感じにくい（P7）」，「健康状態（P8）」の

8つの尺度がある。いずれも高得点であるほど

育児ストレスが高いことを意味する。

4．分析
　本研究では，time　1（3～4か月時）におけ

るNCATS得点をもとに，　time　lとtime　2（9～

10か月時）のSARとPSIの検討を行った。

SARの記録に基づき算出された子どもの睡眠

関連項目およびPSIの得点に関する性差，

NCATS得点の丁丁差について，t検定を行った。

SARとPSIとの相関については，　spearmanの

相関係数を算出した。

5．倫理的配慮

　1か月健診時に，外来にて研究の趣旨を書面

および口頭にて説明し，家庭訪問調査に対する

同意を書面にて得た。また，データは匿名扱い

とし，プライバシーを遵守し研究のみで使用す

ること，途中での研究への参加辞退が可能であ

ることを伝えた。

皿．結 果

1．対象の属性

　time　lとtime　2ともにSAR，　PSIの回答がそ

ろっているものを有効回答（43組）とし，検討

を行った。母親の年齢は22～38歳（平均28．7歳），

子どもの性別は男児24名，女児19名であった。

またNCATS低得点群には男児14名，女児10名，

NCATS高得点群は男児10名，女児9名で，得

点群問の人数に性差はなかった（表1）。また，

母親の年齢による差もなかった。

2．睡眠リズム

　連続した1週間の子どもの睡眠，食事，泣き

について集計し，各々について1日平均量を算

出した（表2）。time　1で昼間の平均睡眠時間は

262分，夜間の平均睡眠時間が511分と昼夜の差

が3か月時にはすでに確立していた。time　l，

time　2いずれにおいても，　NCATS低得点群と

NCATS高得点群の間に，睡眠時間，就寝時刻，

起床時刻等，睡眠関連項目の各平均値に有意な

差は認められなかった。また男女間についても，

睡眠関連項目の各平均値に有意な差は認められ

表1　対象の属性

NCATS高得点群 NCATS低得点群 全体

対象数（組）

母親年齢（歳）平均（SD）

子どもの性別・男／女（名）

　19
28．2（3．4）

　10／9

　24
29．1　（4．3）

　14／10

　43
28．　7　（3．9）

　24／19
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表2　SAR睡眠関連項目

NCATS高得点群（19名）　NCATS低得点群（24名）　　全体（43名）

　平均値　　標準偏差　　平均値　　標準偏差　　平均値　標準偏差

time　l　昼睡眠（分）

　　　夜睡眠（分）

　　　昼夜差（分）

　　　総睡眠時間（分）

　　　就寝時刻（時：分）

　　　起床時刻（時：分）

　　　就寝時刻のばらつき（時：分）

　　　起床時刻のばらつき（時：分）

　　　夜間睡眠時に起きる回数

　　　夜間睡眠時の食事回数

　　　夜間睡眠時の泣く回数

　　　母就寝時刻（時：分）

　　　母起床時刻（時：分）

　　　母睡眠時間（時：分）

263．4

497．5

234．1

761

23　：　12

8：40

1：02

1：07

1．26

1．16

0．20

24　：　19

7：29

7：10

69．7

59．6

97．9

85．1

1：20

1：42

0：34

0：42

0．9

0．9

0．3

1：11

1：22

1：22

260．9

522．1

261．3

783

22　：　52

8：23

0：56

1：14

0．99

0．85

0．26

24　：　10

7：03

6：53

70．4

59．6

103．9

78．8

1：27

工：02

0：31

0：48

0．9

0．9

0．5

0：53

1：00

1：10

262．0　69．2

511．2　60．2

249．3　101．0

773　81．4
23：01　1　：24

8：31　1：22

0：59　O：32

1：11　O：45

1．11　O．9

0．99　O．9

0．23　O．4

24：13　1：01

7：32　1：11

7：01　1：15

tirne　2　昼睡眠（分）

　　　夜睡眠（分）

　　　昼夜差（分）

　　　総睡眠時間（分）

　　　就寝時刻（時：分）

　　　起床時刻（時：分）

　　　就寝時刻のばらつき（時：分）

　　　起床時刻のばらつき（時：分）

　　　夜間睡眠時に起きる回数

　　　夜間睡眠時の食事回数

　　　夜間睡眠時の泣く回数

　　　母就寝時刻（時：分）

　　　母起床時刻（時：分）

　　　母睡眠時間（時：分）

159．9

537．0

377．0

696．9

22　：　13

7：57

0：44

0：43

1．01

0．43

0．74

23：41

7：00

7：19

45．4

48．1

79．6

49．2

0：55

0：49

0：16

0：21

Ll
O．6

1．1

1：22

0：54

1：27

187．2

527．8

340．7

715．0

22：25

8：08

0：50

0：53

0．68

0．38

0．48

23　：　54

6：50

6：56

54．6

62．4

101．7

58．4

1：23

1：20

0：31

0：24

1．O

O．8

0．9

1：14

0：52

1：14

175．1　52．0

531．9　56．1

356．7　93．3

707．0　54．7

22：19　1：12

8：03　1　：07

0：43　O：28

0：53　O：23

0．83　1．O

O．40　O．7

0．59　1．0
23　：　48　1　：　17

6：54　O：53

7：06　1　：20

なかった。

3．育児ストレス

　time　l，　time　2におけるPSI結果より，子ど

もの特性にかかわるストレス7下位尺度別得点

と合計得点，親自身に関するストレス8下位尺

度別得点と合計得点，および総得点を算出した。

NCATS低得点群とNCATS高得点群それぞれ

の平均値に有意な差は認められなかった
（表3）。

4．睡眠リズムと育児ストレス

　NCATS低得点群には6～7か月時点に1回

のみ介入支援：を行っており，time　2における

SARおよびPSIの結果に介入による影響の有無

の判断が難しい。そこで，SAR（睡眠リズム）

とPSI（母親の育児ストレス）について，

NCATS得点の高得点群と低得点群に分けて分

析を行った。

　まず，NCATSの低得点群は，　timeユにおいて，

「（子ども）昼の睡眠時間」と「親につきまとう／

人になれにくい」，「夫との関係」，「総得点」に

負の相関があった。「（子ども）総睡眠時間」と「親

につきまとう／人になれにくい」，「社会的孤立」

問に負の相関があった。また母親自身に関して

は，「（母親）就寝時刻」と「抑うつ・罪悪感」，

「子どもに愛着を感じにくい」，「親自身に関す

るストレスの合計得点」間に負の相関があった。
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表3　PSI：育児ストレス尺度

ストレス尺度
NCATS高得点群（19名）　　NCATS低得点群（24名）

平均値　　　標準偏差　　　平均値　　　標準偏差

　　全体（43名）

平均値　　　標準偏差

time　1

T
T
T

C
P
T

86．39

95．11

181．49

18．61

20．33

37．87

88．83

103．39

192．23

13．30

20．03

29．14

87．75

99．73

187．48

15．71

20．35

33．30

time　2

T
T
T

C
P
T

85．55

96．33

181．88

17．08

22．43

38．24

84．50

102．43

186．93

16．03

16．70

31．12

84e96

99．74

184．70

16．31

19．44

34．11

CT：子どもの特性に関するストレスの合計得点

PT：親自身に関するストレスの合計得点

TT：PSI総：得点

表4　睡眠リズムと育児ストレスとの関連で有意な相関係数（NCATS低得点群）

ストレス尺度 time　1 time　2

昼の睡眠時間

5
3
T

C
P
T

親につきまとう／人になれにくい

夫との関係

ストレス総得点

一〇．57”

一〇．45“

一〇．42’

昼夜睡眠時間差 P3　夫との関係 O．45’ O．44’

総睡眠時間 C5　親につきまとう／人になれにくい

P2　社会的孤立

一〇．68＊＊

一〇．42＊

起床時刻のばらつき　C4　子どもの気が散りやすい／多動 O．48’

母親の就寝時刻

5
7
1
5
7
T

C
C
P
P
P
P

親につきまとう／人になれにくい

刺激に過敏に反応／ものに慣れにくい

親役割によって生じる規制

違うつ・罪悪感

子どもに愛着を感じにくい

親自身に関するストレスの合計得点

一〇．43“

一〇．51＊

一〇．45’

一〇．55““

一〇．55”

一〇．　56“’

母親の睡眠時間 P1　親役割によって生じる規制 O．57““

’p〈O．05，　”p〈O．Ol

time　2では，子どもの睡眠時間と子どもの特性

に関する相関はなくなり，「日による起床時刻

のばらつき」と「子どもの気が散りやすい／協動」

と正の相関があり，「（母親）就寝時刻」が「親

につきまとう／人になれにくい」，「刺激に過敏

に反応／ものに慣れにくい」，「親役割によって

生じる規制」との間に負の相関があった。有意

な相関のあったものについて表4に示した。

　一方，NCATS高得点群は，　time　lにおいては，

「（子ども）昼間の睡眠時間」，「（子ども）起床

時刻」，「（子ども）就寝時刻のばらつき」，「（母

親）起床時刻」と「子どもに愛着を感じにくい」

間に負の相関，「夜間睡眠中の覚醒回数」，「夜

間睡眠中の授乳回数」と「子どもに愛着を感じ

にくい」間に正の相関があった。また，「（子ど

も）の起床時刻」が子どもの特性に関するスト

レス3尺度，親自身に関するストレス3尺度，

親自身の合計得点，および総得点との間に負の

相関があった。time　2では「夜間睡眠中の覚醒

回数」，「夜間睡眠中に泣く回数」と複数の子ど

もの特性に関するストレス尺度や親自身に関す

るストレス尺度との間に正の相関があった。

　time　lにおいて，多くの睡眠項目と相関の

あった「子どもへの愛着を感じにくい」は，
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表5　睡眠リズムと育児ストレスとの関連で有意な相関係数（NCATS高得点群）

ストレス尺度 time　1 time　2

昼の睡眠時間 P7　子どもに愛着を感じにくい 一〇．49’

昼夜睡眠時間差 P7　子どもに愛着を感じにくい O．51“

夜の睡眠時間 C6　子どもに問題を感じる O．46’

夜間睡眠中の覚醒回数

1
5
T
4
6
7
T

C
C
C
P
P
P
T

親を喜ばせる反応が少ない

親につきまとう／人になれにくい

子どもの特性に関するストレスの合計得点

親としての有能さ

退院後の気落ち

子どもに愛着を感じにくい

ストレス総得点

O．46“

O．56＊

O．66＊＊

O．54＊

O．52“

O．70”

O．54’

O．51’“

夜間睡眠中の泣く回数

1
7
T
3
6

C
C
C
P
P

親を喜ばせる反応が少ない

刺激に過敏に反応／ものに慣れにくい

子どもの特性に関するストレスの合計得点

夫の関係

退院後の気落ち

O．53＊

O．52’

O．52“

O．47’

O．65“’

夜間睡眠中の授乳回数 C5　親につきまとう／人になれにくい

P7　子どもに愛着を感じにくい

O．46’

O．58“＊

起床時刻

2
5
7
4
5
7
8
T
T

C
C
C
P
P
P
P
P
T

子どもの機嫌の悪さ

親につきまとう／人になれにくい

刺激に過敏に反応／ものに慣れにくい

親としての有能さ

了うつ・罪悪感

子どもに愛着を感じにくい

健康状態

親自身に関するストレスの合計得点

ストレス総得点

一〇．57“

一〇．49’

一〇．　64’＊

一〇．49’

一〇．53’

一〇．54＊

一〇．51’

一〇．　53’

O．46“

就寝時刻 P8　健康状態 O．47“

就寝時刻のばらつき P1　親役割によって生じる規制

P7　子どもに愛着を感じにくい

一〇．48＊

一〇．57’

母親の起床時刻 P7　子どもに愛着を感じにくい 一〇．48＊

“p〈O．05，　“’p〈O．Ol

time　2では「夜間の覚醒回数」とのみの正の相

関であった。有意な相関のあったものについて

表5に示した。

　以上のように，NCATS高得点群も低得点群

もtime　lからtime　2では睡眠項目と育児ストレ

スとの相関に変化があった（図2）。

】v．考 察

1．乳児早期の睡眠リズムと母子相互作用

　本研究において，乳児3か月時から9～10か

月時までにおいて，乳児の睡眠リズムと母子相

互作用に関連は見られなかった。これは，乳児

期において，母親の子どもに対する対応の良し

悪しが子どもの睡眠リズムに大きな影響を与え

ておらず，また反対に睡眠リズムがうまくでき

ないことが母子相互作用に悪影響を与えてはい

ないと考えられる。一般に，乳児がぐっすり寝

ないことを，親の対応が悪いためだと言われる

ことも多いが，親の対応の良し悪しと睡眠が関

連がないにも関わらず，対応の仕方のせいであ
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time1　　3～4か time　2　9－10か

母子相互作用が良好でない群
子どもの昼，総：睡眠時間

ﾌ子ども，親両方に関するストレス →
関連性の減少

母親の就寝時刻⇔親に関するストレス ）⇔主に子どもに関す

@るストレス

母子相互作用が良好な群
子どもの睡眠時間

ﾌ子どもへの愛着の感じにくさ
レ⇔子どもに問題を

@感じる

⇔関連するストレス
夜間睡眠中の覚醒回数

ﾌ子どもがっきまとう，子どもへの愛着の

@感じにくさ

レ

項目の増大

子どもの起床時刻

ﾌ多くのストレス項目との関連
レ⇔関連性の減少

図2　睡眠リズムと育児ストレスの変化

ると思い込むことにより，親が悩んだり，育児

ストレスを持つケースも考えられる。今後，母

子相互作用以外の要素と睡眠リズムとの関連を

検討するとともに，1か月健診や3一一4か月健

診時に，睡眠リズムのチェックと，それにかか

わる育児不安に対応する等の乳児早期の介入支

援が必要であろう。

2．子どもの睡眠リズムと育児ストレス

　堀田らゆは6か月児を持つ母親の精神状態に

関する研究において，子どもの睡眠に関するこ

とと母親の育児ストレスが関連していることを

指摘しているが，今回の3～4か月児，9～10

か月児の睡眠リズムの実態と母親の育児ストレ

スの関連の研究においても同様に関連が見られ

た。NCATS高得点群と低得点群の間に睡眠項

目や育児ストレス尺度の平均値に有意な差はな

かった。これは，子どもの睡眠や育児ストレス

が母子相互作用の質とは直接関係ないことを示

している。しかし，子どもの睡眠と母親のスト

レスとの関係は母子相互作用の質により，かな

り異なっていた。

　母子相互作用が良好でない群は，子どもが3

～4か月時において，（昼，および総）睡眠時

間が短いほど，子どもが親につきまとうことへ

のストレスを感じており，親自身の社会的孤立

や夫との関係におけるストレスとも関連があっ

た。これは，3～4か月では，まだあまり外に

連れ歩くことも少なく，子どもとかかわる時間

が長くなれば気持ちにゆとりもなくなり，子ど

も以外とのかかわりを持つ時間も少なくなるた

めではないかと考えられる。9～10か月になる

と，睡眠時間と育児ストレスとの関連はなくな

ることから，次第に子どもの睡眠リズムに慣れ，

適応できるようになるものと考えられる。

　一方，母子相互作用が良好であった群は，睡

眠時間，夜間睡眠中の覚醒回数，起床時刻，日

による就寝時刻のばらつきなど，さまざまな項

目と子どもに愛着を感じにくいなど，親自身の

ストレスとの関連が認められた。これは母子相

互作用の良好な母親は，他のストレス源よりも，

睡眠関連項目がストレスに与える影響が大きい

ことが考えられる。それゆえに，睡眠に関する，

ちょっとした子どもの状態にも敏感に反応して

いると考えられる。9～10か月時点になると「子

どもへの愛着」と関連する睡眠項目が減少する
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ことから，母親が次第に子どもの生活リズムに

適応できるようになるものと考えられる。また，

9～10か月時には，子どもの「夜間睡眠中の覚

醒回数」や，「泣く回数」と，「親としての有能

さ」などの親自身に関する多くのストレスとの

問に関連が認められた。これは母親が，9～10

か月時に子どもが夜間ぐっすり眠らないのは親

としての能力が不十分なせいであると思い込む

ことによってストレスを感じていると考えられ

る。

　今回の研究対象となった母親は専業主婦であ

り，子どもが第1子であったが，子育ての経験

のない母親にとって，乳児の扱いがよくわから

ない時期には子どもの睡眠リズムに適応するこ

とが難しいことが示された。母子相互作用の子

どもへの対応の仕方等の支援が重要であるが，

これと同時に，母子相互作用が良好な母親に対

しても，早期段階での介入支援の必要性を示唆

するものと考えられる。

3、母親の睡眠項目と育児ストレス

　3～4か月時にはNCATS低得点群で「母親

の就寝時刻」が，「子どもへの愛着に関するス

トレス」や「親自身に関するストレス合計」と

負の相関があった。就寝時刻が早いと子どもへ

の愛着が感じにくく，親自身に関することでス

トレスを感じていた。これは，就寝時刻が早い

ことで，子どもが寝た後にやりたいことができ

ず，ストレスを感じているのではないかと思わ

れる。また，9～10か月時においてはNCATS

低得点群では「親役割によって生じる規制」の

ストレスが「母親の就寝時刻」と負の相関，「母

親の睡眠時間」と正の相関があった。これは，

起きている時間の大半を子育てや家事に費やす

ことにより，それ以外のことを行う時間が持て

ず，ストレスを感じているのではないかと思わ

れる。睡眠時間が少なくなることは，健康面で

の心配はあるものの，子どもとのかかわり以外

の時間を持てることにつながっていると考えら

れる。兵庫レポートでは，就労している母親は

就労していない母親よりも育児不安が低い傾向

にあり，また，村上らの研究においても専業主

婦の育児ストレスが高いことが指摘されてい

るIl）。これらから，母親が子育て以外の時間を

小児保健研究

過ごすことも，育児ストレスの軽減に重要であ

ると考えられる。

V．ま　と　め

　本研究の結果より，子どもの睡眠リズムが親

の育児ストレスに関連していることが示唆され

た。また母子相互作用が良好な母親の中には，

子どもの睡眠に過敏に反応し，それが育児スト

レスとなる者があることに注目しなければなら

ない。特に初めての子どもで，その子どもが乳

児期の場合には，1か月健診，3か月健診時等

に，母親の育児ストレス，子どもの睡眠リズム

などに注目し，支援を行っていくことが必要で

あろう。

　本研究の介入は1回のみであり，介入効果に

ついては検：討できなかった。また育児未経験者

への育児支援研究であったため，対象を第1子

に限定したが，第2子や保育園等に通う子ども

との比較も必要であろう。

　また睡眠・覚醒リズムは子どもの発達にも影

響を与えると言われている12）。今後，磁心を増

やし，睡眠リズムと育児ストレス，子どもの発

達等，縦断的に検討していくことが今後の課題

である。

　なお，本研究の一部は，第51回日本小児保健学会

（2004．盛岡）にて発表した。
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（Summary）

　The　purpose　of　this　study　was　to　examine　the　re－

lationship　between　infants’　circadian　sleeping　and

waking　patterns，　and　mothers’　parenting　stress，　to　in－

form　early　childhood　parenting　support　programs　in

Japan．　Subjects　were　43　non－working　mothers　and

their　firstborn　infants．

　Results　showed　lengths　of　time　asleep　and　the

frequency　of　waking　up　at　night　at　ages　3’4　months

and　9－10　months　correlated　with　a　measure　of　mater－

nal　parenting　stress．

　The　results　suggest　that　health　care　professionals

need　to　pay　attention　to　the　sleeping　and　waking

rhythms　of　infants　and　their　mothers’　parenting　stress

when　they　come　for　health　checkups．　’

（Key　words）

　sleep　rhythm，　parenting　stress，　an　early　interven－

tion　parenting　support
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